
朝日小学校創立１００周年を記念して行われた

１００キロ１００人駅伝。 みんなの思いがいっぱい

詰まったタスキが朝日小学校にゴールしました。

朝日小創立100周年記念事業
100人でつないだタスキ
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１　

教
育
委
員
の
活
動

　

８
月
26
・
27
日
、
学
校
訪
問
を
行
い
、
授

業
な
ど
の
教
育
活
動
の
参
観
を
通
し
て
指
導

助
言
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
27
日
に
開
催
し
た
第
９
回
教
育
委
員

会
に
お
い
て
は
「
①
平
成
28
年
度
か
ら
使
用

す
る
中
学
校
用
教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い

て
」「
②
教
育
委
員
会
点
検
・
評
価
報
告
書

に
つ
い
て
」「
③
新
冠
町
い
じ
め
基
本
方
針

に
つ
い
て
」
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

２　

学
校
教
育
の
推
進

　

４
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
は
、
昨
年
度
と
比
較
し

ま
す
と
、
小
中
と
も
に
全
体
的
に
大
き
な
向

上
が
見
ら
れ
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、
国
語

Ａ
・
Ｂ
と
理
科
に
つ
い
て
は
、
全
道
平
均
、

全
国
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
全
て
の
教
科
が
全
道
平
均

を
上
回
り
、
国
語
Ａ
・
Ｂ
、
数
学
Ｂ
、
理
科

は
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
体
連
全
道
大
会
の
結
果
は
、
柔
道
、
剣

道
の
女
子
個
人
戦
に
各
１
名
出
場
し
、
柔
道

は
階
級
別
で
第
３
位
、
剣
道
は
ベ
ス
ト
８
と

健
闘
、
ま
た
、
新
冠
中
学
校
吹
奏
学
部
は
昨

年
に
続
き
、
２
年
連
続
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
に
は
新
冠
小
学
校
で
地
域
参
観

日
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
日
小

学
校
で
は
、
９
月
16
日
、
創
立
１
０
０
周
年

を
記
念
し
た
１
０
０
キ
ロ
１
０
０
人
駅
伝
が

関
係
機
関
、
地
元
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３　

新
冠
町
立
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ

　
　

の
教
育
・
保
育

　

ド
・
レ
・
ミ
の
９
月
１
日
現
在
の
園
児
数

は
１
歳
児
に
つ
い
て
は
定
員
15
名
の
と
こ
ろ

18
名
、
０
歳
児
に
つ
い
て
も
現
在
８
名
と
、

０
か
ら
２
歳
児
が
増
加
傾
向
で
あ
り
、
教
室

や
担
当
保
育
教
諭
の
増
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

７
月
５
日
、
ド
・
レ
・
ミ
園
運
動
会
を
町

民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
し
、
９
月
１
日

に
は
、
避
難
訓
練
の
一
環
と
し
て
「
北
海
道

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
９
日
に
は
、
静
内
警
察
署
、

新
冠
町
内
の
駐
在
所
の
協
力
を
い
た
だ
き

「
地
域
安
全
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

４　

社
会
教
育
の
推
進
に
お
け
る
青
少
年
事
業

　

本
年
度
の
少
年
国
内
研
修
交
流
事
業
は
、

例
年
ど
お
り
研
修
先
を
沖
縄
県
と
し
、
新
た

に
交
流
先
で
あ
る
金
武
町
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
で
研
修
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
定
員
20
名
に
対

し
22
名
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
委
員
の
協
議

の
結
果
、
全
員
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
文
化
の

秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
の
到
来
で

あ
り
ま
す
。
予
定
し
て
い
る
一
つ
一
つ
の
事

業
に
つ
い
て
、
目
的
意
識
を
も
ち
、
特
徴
あ

る
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
「
教
育
委
員
会
」

だ
よ
り
に
お
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。】

１　

新
冠
町
戦
没
者
慰
霊
祭
の
開
催

　

新
冠
町
戦
没
者
慰
霊
祭
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
新
冠
町
遺
族
会
の
主
催
の

も
と
で
執
り
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新

冠
町
遺
族
会
の
会
員
の
高
齢
化
や
会
員
数

の
減
少
な
ど
に
よ
り
主
催
す
る
こ
と
が
困

難
と
な
っ
た
た
め
、
今
年
度
に
お
い
て
は
、

町
の
主
催
と
し
て
８
月
20
日
に
本
町
多
目

的
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
ご
遺
族

や
来
賓
の
方
な
ど
41
名
が
参
列
し
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
戦
後
70
年
と
い
う
節
目
の
年
に

当
り
特
別
な
思
い
が
去
来
す
る
な
か
、
戦
没

者
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和

へ
の
誓
い
の
も
と
歴
史
の
教
訓
を
深
く
胸

に
刻
む
こ
と
で
よ
り
良
い
未
来
を
築
く
と

い
う
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

２　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
え
ま
し
あ
」
の

　
　

事
業
開
始

　

昨
年
度
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
新
冠
ほ
く

と
園
が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
す
る
障

害
者
の
日
常
生
活
支
援
や
就
労
支
援
、
ま

た
、
相
談
支
援
や
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
、
新
た
に
障

害
者
と
子
ど
も
や
高
齢
者
と
の
交
流
活
動

と
食
堂
機
能
を
備
え
た
拠
点
施
設
と
し
て
、

か
ね
て
か
ら
本
町
の
チ
ビ
ッ
コ
広
場
跡
地

で
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
、
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
「
え
ま
し
あ
」
が
、
去
る
７
月
１

日
か
ら
事
業
開
始
を
し
ま
し
た
。

３　

新
冠
町
地
域
見
守
り
見
回
り
活
動
事

　
　

業
協
定
締
結

　

本
事
業
は
、
町
内
で
事
業
活
動
を
行
っ

て
い
る
事
業
者
の
方
が
、
移
動
中
や
配
達
、

検
針
作
業
な
ど
で
、
地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者

の
方
に
異
変
を
発
見
し
た
時
に
、
徘
徊
な
ど

で
行
方
不
明
に
な
っ
た
方
の
情
報
を
電
子

メ
ー
ル
な
ど
で
共
有
し
、
見
か
け
た
際
に
町

や
警
察
、
消
防
と
い
っ
た
関
係
機
関
に
情
報

提
供
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

今
回
、業
務
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
の
は
、

郵
便
・
宅
配
事
業
者
４
社
、
電
気
・
ガ
ス
・

燃
料
の
供
給
や
水
道
検
針
事
業
者
が
12
社
、

食
品
宅
配
４
社
、
新
聞
販
売
２
社
の
計
22
社

の
町
内
外
の
事
業
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

４　

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
向
け
た
取
組

　

６
月
９
日
に
管
内
７
町
長
及
び
管
内
選

出
の
道
議
会
議
員
な
ど
で
Ｊ
Ｒ
北
海
道
本

社
へ
赴
き
、
日
高
町
村
会
長
と
北
海
道
知
事

な
ど
の
４
者
連
名
に
よ
る
「
日
高
線
の
早
期

全
線
復
旧
を
求
め
る
緊
急
要
望
書
」
を
Ｊ
Ｒ

北
海
道
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
10
日
に
は
、
道
内
選
出
の
国
会

議
員
と
国
土
交
通
大
臣
、
副
大
臣
、
政
務

官
を
は
じ
め
、
関
係
官
僚
に
対
し
ま
し
て
、

署
名
の
集
約
状
況
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
国

土
の
保
全
、
ひ
い
て
は
地
域
住
民
の
財
産
権

を
保
全
す
る
た
め
の
災
害
復
旧
事
業
に
よ

る
全
線
の
運
行
再
開
を
最
優
先
に
取
り
組

む
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
す
る
国
の
強
力

な
指
導
と
支
援
に
つ
い
て
緊
急
要
望
書
を

提
出
の
う
え
要
請
し
ま
し
た
。

５　

高
規
格
幹
線
道
路 

日
高
自
動
車
道

　
　

「
厚
賀
静
内
道
路
」
に
つ
い
て

　

日
高
自
動
車
道
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
新

冠
地
区
に
お
い
て
本
格
的
に
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
静
内
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
の
建
設
予
定
地
が
、
平

成
26
年
６
月
に
北
海
道
が
公
表
し
た
津
波

浸
水
予
測
図
で
浸
水
区
域
内
に
あ
り
、
大
津

波
発
生
時
に
は
通
行
不
能
や
幹
線
道
路
と

し
て
機
能
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
室
蘭
開
発
建
設
部
は
、
現
在
の
計
画

ル
ー
ト
の
見
直
し
を
含
め
、
災
害
に
強
く
安

心
・
安
全
な
道
路
整
備
の
検
討
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
、
大
学
の
教
授
や
新
ひ

だ
か
、
新
冠
両
町
の
副
町
長
、
産
業
団
体
、

観
光
協
会
な
ど
の
代
表
者
14
名
で
構
成
す

る
「
厚
賀
静
内
道
路
（
新
冠
静
内
間
）
Ｐ
Ｉ

委
員
会
」
を
設
置
し
、
去
る
７
月
１
日
に
初

会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

６　

岩
清
水
新
冠
ダ
ム
線
法
面
の
崩
壊

　

７
月
８
日
、
岩
清
水
新
冠
ダ
ム
線
入
口
管

理
ゲ
ー
ト
か
ら
新
冠
ダ
ム
ま
で
の
町
道
管

理
区
間
で
、
終
点
か
ら
３
０
０
ｍ
起
点
寄
り

の
地
点
で
、
高
さ
20
ｍ
程
度
の
箇
所
か
ら
、

50
㎥
ほ
ど
の
土
砂
が
崩
落
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
当
該
現
場
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て

は
、
点
在
し
て
い
る
30
㎥
ほ
ど
の
浮
石
な
ど

を
除
去
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
工
事

状
況
を
確
認
後
、
一
般
車
両
の
通
行
止
め
の

解
除
日
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

７　

国
保
診
療
所
・
所
長
の
退
任

　

現
在
、
国
保
診
療
所
の
診
療
体
制
は
、
内

科
・
小
児
科
・
整
形
外
科
・
外
科
の
４
科
を

３
名
の
常
勤
医
師
で
対
応
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
度
、
梅
津
知
文
所
長
が
、
一
身
上

の
都
合
に
よ
り
本
年
12
月
末
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
一
方
で
は
、
患
者
数
の
減
少
に
よ
り

町
財
政
へ
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
出
て
き

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
新
た
な
施
設
整
備
や
適
正
規
模
に
つ
い

て
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
た
め
、
役
場
内
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
後
の
国
保
診
療
所
に
つ
い

て
は
、
入
院
病
床
を
持
た
な
い
無
床
診
療

所
と
し
、
外
来
診
療
を
中
心
と
し
な
が
ら
、

保
健
・
福
祉
・
介
護
な
ど
の
分
野
と
の
連

携
を
強
化
し
た
地
域
医
療
に
重
点
を
お
い

た
診
療
所
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の

答
申
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
の

無
床
化
を
目
指
し
、
新
ひ
だ
か
町
と
の
医

療
連
携
に
よ
る
入
院
患
者
受
入
れ
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
所
長

の
退
任
に
よ
り
入
院
病
床
の
維
持
が
困
難

と
な
り
、
本
年
12
月
末
を
も
っ
て
入
院
病

床
を
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
現
在
、
入
院
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
今
後
、
入
院
が
必

要
と
な
る
患
者
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
も
、

新
ひ
だ
か
町
立
病
院
と
の
医
療
連
携
に
よ

り
、
入
院
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
協
議
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

８　

ピ
ー
マ
ン
選
果
施
設
整
備
事
業
の
進

　
　

捗
状
況

　

当
事
業
は
、
事
業
主
体
と
な
る
新
冠
町

農
協
に
お
い
て
入
札
工
事
に
関
す
る
事
務

を
進
め
、
７
月
22
日
に
建
物
の
建
築
主
体

工
事
と
選
果
設
備
に
係
る
製
造
請
負
工
事

の
一
般
競
争
入
札
が
執
行
さ
れ
、
そ
の
後
、

落
札
さ
れ
た
企
業
と
の
工
事
契
約
を
結
び
、

来
年
度
か
ら
の
施
設
稼
働
に
向
け
て
、
工

事
を
着
工
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
８
月
18
日
に
は
ピ
ー
マ
ン
生
産

農
家
を
は
じ
め
、
新
冠
町
農
協
役
職
員
、

農
業
関
係
機
関
や
団
体
、
工
事
関
係
者
ら

の
出
席
の
も
と
地
鎮
祭
が
挙
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

９　

農
作
物
の
生
育
状
況
と
販
売
状
況

　

町
の
基
幹
作
物
の
水
稲
は
、
北
海
道
農

政
事
務
所
に
よ
る
８
月
15
日
現
在
の
道
内

の
作
柄
状
況
は
平
年
並
み
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
春
先
か
ら
生

育
は
概
ね
順
調
に
進
み
、
昨
年
か
ら
推
進

し
て
い
る
自
動
換
気
装
置
の
設
置
に
よ
る

適
温
管
理
の
効
果
も
あ
り
、
尻
ぐ
さ
れ
は

例
年
よ
り
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
豊
作
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

年
の
作
柄
は
平
年
並
み
で
推
移
し
て
お
り
、

収
量
的
に
は
昨
年
度
を
下
回
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

牧
草
は
、
平
年
に
比
べ
て
草
丈
が
順
調

に
伸
び
、
出
穂
期
も
平
年
を
上
回
る
生
育

で
あ
り
ま
し
た
が
、
１
番
草
の
収
量
は
平

年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。
１
番
草
収
穫
後

は
少
雨
傾
向
で
あ
っ
た
た
め
、
２
番
草
の

生
育
は
遅
れ
気
味
と
な
り
、
作
柄
は
平
年

よ
り
も
少
な
く
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
春
先
の
好

天
に
よ
り
耕
起
・
は
種
作
業
と
も
平
年
よ

り
も
早
ま
り
、
６
月
中
旬
ま
で
は
平
年
を

上
回
る
生
育
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
低
温
が
続
き
生
育
は
平
年
並
み
と
な
り
、

収
量
的
に
も
平
年
並
み
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

８
月
末
現
在
に
お
け
る
新
冠
町
農
協
取

り
扱
い
の
農
作
物
の
販
売
状
況
に
つ
い
て

は
、
９
月
以
降
の
収
穫
と
な
る
水
稲
と
12
月

末
に
販
売
額
が
確
定
す
る
秋
ま
き
小
麦
を

除
く
総
販
売
額
は
、
４
億
３
千
６
百
万
円

で
、
前
年
よ
り
も
19
・
８
％
、
７
千
２
百
万

円
上
回
る
状
況
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

議　会
-第３回定例会 -

　９月15日に招集された第３回定例町議会は、

17日、全日程を終えて閉会しました。

　今定例会では、町長、教育長の行政報告のほか、

補正予算などが審議されました。町長と教育長

の行政報告(抜粋）についてお知らせします。

第３回定例会

「えましあ」の食堂コーナー

町
長
行
政
報
告

教
育
長
行
政
報
告
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９
月
16
日
、
今
年
で
百
歳
を
迎

え
る
長
寿
者
に
対
し
、
小
竹
町
長

か
ら
内
閣
総
理
大
臣
の
祝
状
と
記

念
品
の
銀
杯
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
長
寿
の
お
祝
い
と
永
年

に
わ
た
り
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
こ
と
に
対
す
る
尊
敬
と
感
謝
の

意
を
込
め
、
町
か
ら
も
長
寿
祝
金

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
字
共
栄
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
お
う
る
の
郷
で
は
敬

老
会
が
開
か
れ
、
そ
の
中
で
翌
年

１
月
１
日
に
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
、
え
り
も
町
出
身
の
砂
子
澤

勇
藏
さ
ん
が
小
竹
町
長
か
ら
祝
状

の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

恵
寿
荘
で
は
、
９
月
10
日
に
百
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
田
村
ハ
ツ
メ

さ
ん
と
、
来
年
２
月
25
日
に
百
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
髙
岡
ミ
ツ
ヱ

さ
ん
が
、
親
族
や
施
設
関
係
者
な

ど
が
見
守
る
中
、
小
竹
町
長
か
ら

祝
状
と
記
念
品
の
伝
達
を
受
け
ま

し
た
。

　

町
内
の
百
歳
を
迎
え
る
長
寿
者

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
年
は

５
名
が
百
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
、
新
冠
町
立
朝
日
小
学
校
創

立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

「
１
０
０
キ
ロ
１
０
０
人
駅
伝
」
が
開
か
れ
、

朝
日
小
児
童
78
名
と
保
護
者
22
名
、
合
わ
せ

て
１
０
０
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
駅
伝
で
は
、

平
成
20
年
に
統
廃
合

さ
れ
た
朝
日
小
校
区

内
の
５
つ
の
旧
小
学

校
を
巡
る
コ
ー
ス
が

設
定
さ
れ
、
選
手
た

ち
は
、
赤
・
青
・
黄

色
の
３
つ
の
チ
ー
ム

を
作
り
、
33
区
に
分

け
ら
れ
た
コ
ー
ス
を

タ
ス
キ
で
繋
ぎ
き
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
コ
ー
ス
沿

線
の
地
域
住
民
も
応

援
に
駆
け
付
け
、
選

手
た
ち
に
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

祝
百
歳　

お
う
る
の
郷
・
砂
子
澤
さ
ん

恵
寿
荘
・
田
村
さ
ん
と
髙
岡
さ
ん

朝
日
小
創
立
100
周
年
記
念

100
キ
ロ
100
人
駅
伝
開
催

　

９
月
８
日
、
新
冠
町
交
通
安
全

協
会
本
町
・
中
央
町
支
部
と
新
冠

駐
在
所
は
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
と

交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
、
本
町
と
中
央
町
地
区

の
事
業
所
を
対
象
に
「
飲
酒
運
転

根
絶
卓
上
ミ
ニ
の
ぼ
り
旗
」
を
配

布
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
は
「
み
ん
な
が
意
識
を

持
つ
こ
と
で
、
飲
酒
運
転
の
事
故

に
よ
る
悲
劇
が
無
く
な
る
日
が
く

る
は
ず
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
、
認
定
こ
ど
も
園
年

長
組
の
園
児
32
名
は
、
字
大
富
の

小
山
田
農
園
を
訪
れ
、
社
会
見
学

の
一
環
と
し
て
町
特
産
の
ピ
ー
マ

ン
の
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
最
初
に
小
山
田

さ
ん
夫
妻
か
ら
ピ
ー
マ
ン
の
収
穫

の
仕
方
を
教
わ
り
、
そ
の
後
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
移
動
す
る
と
、

思
い
思
い
に
お
気
に
入
り
の
ピ
ー

マ
ン
を
探
し
、
袋
一
杯
に
収
穫
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

９
月
17
・
18
日
の
両
日
、
新
冠

中
と
レ
・
コ
ー
ド
館
を
会
場
に
第

42
回
新
冠
中
学
校
学
校
祭
が
開
か

れ
、
生
徒
た
ち
は
ク
ラ
ス
全
員
で

取
り
組
む
合
唱
の
ほ
か
舞
台
発
表

や
壁
新
聞
、
壁
画
の
制
作
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
中
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
た
学
年
別
に
よ
る
舞
台
発
表

で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
一
生
懸
命

に
発
表
に
取
り
組
み
、
堂
々
と
し

た
演
技
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で

救
急
の
日
記
念
講
演
会
が
開
か

れ
、
会
場
に
は
約
２
５
０
名
の
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
日
高
中
部
消
防
組

合
に
よ
る
心
肺
そ
せ
い
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
保
健
師
に
よ

る
血
圧
測
定
な
ど
が
行
わ
れ
、
講

演
で
は
、
新
ひ
だ
か
町
立
静
内
病

院
の
小
松
院
長
が
「
意
識
障
害
の

見
方
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
中
村
陸
男
さ
ん
が
全

日
本
交
通
安
全
協
会
「
緑
十
字
銅

章
」
を
受
章
さ
れ
、
静
内
地
区
交

通
安
全
協
会
細
川
好
弘
代
表
理
事

よ
り
表
彰
状
を
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
30
年
以
上
に
わ

た
り
無
事
故
無
違
反
の
優
良
運
転

者
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
永
年
に

わ
た
り
新
冠
町
交
通
安
全
推
進
委

員
と
し
て
交
通
安
全
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
、
新
冠
小
学
校
で
、
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
「
ふ
る
さ
と

給
食
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
１
回
目
と
な
る
ふ
る
さ
と
給
食
で

は
、
節
婦
産
の
真
だ
こ
と
ピ
ー
マ
ン
を
使
用

し
た
「
た
こ
ピ
ラ
フ
」、
茹
で
る
と
繊
維
が

ほ
ぐ
れ
て
そ
う
め
ん
の
様
に
な
る
か
ぼ
ち
ゃ

を
使
用
し
た
「
そ
う
め
ん
か
ぼ
ち
ゃ
サ
ラ

ダ
」、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
ご
ぼ
う
が

た
く
さ
ん
入
っ

た
「
ふ
る
さ
と

ス
ー
プ
」、
牛
乳

の
風
味
が
豊
か

な
「
ホ
ロ
シ
リ

牛
乳
」
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は

野
菜
や
魚
介
類

な
ど
の
新
冠
の

味
覚
を
お
い
し

そ
う
に
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
、
太
陽
の
森
デ
ィ
マ

シ
オ
美
術
館
で
「
に
い
か
っ
ぷ
・

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
太

陽
」
が
開
か
れ
、
３
０
０
名
を
超

え
る
来
場
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
企
画
さ
れ
た
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

は
、
参
加
者
が
手
作
り
し
た
ス
カ

イ
ラ
ン
タ
ン
の
打
ち
上
げ
で
、
会

場
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、
夜
空
に

浮
か
ぶ
灯
り
の
幻
想
的
な
風
景
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
42
回
新
冠
中
学
校
学
校
祭

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
轍
～

未
来
へ
～
」

わ
だ
ち

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
ご
う

飲
酒
運
転
根
絶
卓
上
の
ぼ
り
旗
配
布

字
中
央
町　

中
村
陸
男
さ
ん

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銅
章
」
受
章

救
急
の
日
記
念
講
演
会

講
演
「
意
識
障
害
の
見
方
」

認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ

社
会
見
学
で
ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
体
験

新
冠
の
食
材
で
調
理
す
る

ふ
る
さ
と
給
食

に
い
か
っ
ぷ
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

夜
空
を
舞
う
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン

田村ハツメさんと親族の方々 祝状を受ける砂子澤勇藏さん髙岡ミツヱさんと親族の方々
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
肺
炎
球
菌

介護ワンポイントアドバイス
昨
年
実
施
し
た
「
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
」

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
質
問
⑦　

健
康
に
つ
い
て
】

　

現
在
治
療
中
の
病
気
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　

治
療
中
の
病
気
は
、
高
血
圧
が
５
割
以
上
、

次
い
で
心
臓
病
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
が
２

割
程
度
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
は
生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
て

お
り
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
食
事
や
運
動
、
病
院
へ
の
定
期
的

な
受
診
な
ど
、
日
常
生
活
を
見
直
し
、
予
防
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

保
健
福
祉
課
な
ど
で
開
催
し
て
い
る
各
種
健

診
や
健
康
教
育
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
教
育
】

　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、

歯
科
衛
生
士
な
ど
が
、
老

人
会
な
ど
に
出
向
き
健
康

に
関
す
る
講
話
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

個
別
に
訪
問
し
た
り
電

話
で
対
応
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ご
相
談
下
さ
い
。

161 介
護
支
援
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
⑥
」

適
度
な
運
動
を
し
よ
う

「
最
近
運
動
不
足
か
も
、
運
動
し
な
け
れ
ば
…
」
と

感
じ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

安
静
時
よ
り
も
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て

体
を
動
か
す
こ
と
を
『
身
体
活
動
』
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
仕
事
や
家
事
、
歩
行
な
ど
は
「
生

活
活
動
」、
健
康
の
た
め
に
あ
え
て
体
を
動
か
す
こ

と
は
「
運
動
」
と
呼
ば
れ
、
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
運
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
と
は
」

①
余
分
な
脂
肪
が
減
り
、
基
礎
代
謝
が
上
が
る
こ

　

と
で
肥
満
予
防
に
な
る
。

②
血
圧
、
血
糖
値
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
改
善
。

③
脳
が
活
性
化
す
る
た
め
、
仕
事
の
効
率
が
上
が

　

り
、
認
知
症
予
防
に
も
な
る
。

④
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
ス
ト
レ
ス
解

　

消
の
効
果
。

⑤
血
流
や
お
通
じ
が
良
く
な
り
、

　

肌
に
も
ハ
リ
や
ツ
ヤ
が
出
る
。

「
仕
事
で
体
を
た
く
さ
ん
動
か
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　

運
動
は
し
な
く
て
も
い
い
？
」

　

仕
事
と
運
動
で
は
、
使
う
体
の
部
位
も
効
果
も
異

な
り
ま
す
。
若
い
頃
か
ら
力
仕
事
を
続
け
て
い
て
、

手
足
に
は
筋
肉
が
つ
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
お
腹
周

り
に
は
脂
肪
が
つ
い
て
き
た
と
い
う
方
も
い
ま
す
。

　

短
時
間
で
行
う
疲
れ
の
残
り
や
す
い
力
仕
事
の

場
合
、
脂
肪
が
燃
焼
し
づ
ら
く
内
臓
脂
肪
が
溜
ま
っ

て
し
ま
う
た
め
、
メ
タ
ボ
対
策
や
生
活
習
慣
病
予

防
へ
の
効
果
が
少
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
に
よ
っ
て
仕
事
量
が
変
わ
る
場
合
、

仕
事
を
や
め
た
途
端
に
活
動
量
が
減
っ
て
リ
バ
ウ

ン
ド
し
た
り
、
脂
肪
の
落
ち
づ
ら
い
体
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
仕
事
以
外
に
も
継
続
し
た
運
動
習

慣
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

運
動
は
「
楽
～
や
や
き
つ
い
」

程
度
で
「
一
回
10
分
」「
一
日

20
分
」「
週
に
2
回
」
程
度
で

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

楽
し
ん
で
継
続
で
き
る
運
動

を
、
自
分
の
生
活
に
合
わ
せ
て

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
体
に
痛
み
の
あ
る
方
や
治
療
中
の
病

気
の
あ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し

て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
運
動
前
後
で
の
水
分
補

給
や
ケ
ガ
な
ど
に
も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
職
場
や
自
宅
で
も
、
も
う
一
工
夫
を
」

職
場
で
心
掛
け
る
こ
と

・
通
勤
を
徒
歩
や
自
転
車
に
す
る
。

・
別
の
階
の
ト
イ
レ
を
使
う
。

・
電
話
や
メ
ー
ル
を
使
わ
ず
相
手

　

の
席
ま
で
行
く
。

自
宅
で
心
掛
け
る
こ
と

・
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
の
足
踏
み
。

・
椅
子
は
背
も
た
れ
を
使
わ
ず
、

　

腹
筋
を
意
識
す
る
。

・
ス
ト
レ
ッ
チ
を
取
り
入
れ
る
。

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３

めざせ！ N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

●保健福祉課保健福祉グループ介護支援係

　　　　　　　　　0146・47・2113（直通）

介護のことは、お気軽にご相談ください。

　　　　　　　介護支援係　仙波　明子

11月 10月
静
内
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
２
５
１

11月 10月

月
　
日

健

康

カ

レ

ン

ダ

ー

17
日

（火）

６
日

（金）

28
日

（水）

12
日

（木）

９
日

（月）

６
日

（金）

５
日

（木）

29
日

（木）

27
日

（火）

22
日

（木）

20
日

（火）

18
日

（日）

17
日

（土）

16
日

（金）

15
日

（木）

14
日

（水）

13
時
30
分
～

　
　

15
時
30
分

13
時
30
分
～

　
　

15
時
30
分

13
時
00
分
～

　
　

16
時
00
分

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

13
時
30
分
～

　
　

15
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

10
時
00
分
～

　
　

11
時
30
分

14
時
00
分
～

　
　

15
時
00
分

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

受
付

９
時
45
分
～

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

受
付

16
時
00
分
～

受
付

６
時
30
分
～

７
時
30
分
～

８
時
30
分
～

９
時
30
分
～

10
時
30
分
～

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

時
　
間

ひ
だ
か
青
年
期
家
族
の
集
い

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

女
性
の
健
康
相
談

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾

脳
の
元
気
ア
ッ
プ
教
室

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

脳
の
元
気
ア
ッ
プ
教
室

健
康
相
談
・
介
護
相
談

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児

健
康
診
査

４
・
７
・
12
ヶ
月
児

健
康
診
査

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾

二
種
混
合
予
防
接
種

特
定
健
診

胃
が
ん
検
診

肺
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾

フ
ッ
素
塗
布

事
　
業

　
名

※
要
予
約

（
11
月
16
日
ま
で
）

※
要
予
約

（
11
月
２
日
ま
で
）

※
要
予
約

（
10
月
27
日
ま
で
）

保
健
セ
ン
タ
ー

古
岸
生
活
館

保
健
セ
ン
タ
ー

朝
日
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

節
婦
憩
い
の
家

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

場
　
所

　

毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。

38
度
以
上
の
高
熱
や
関
節
の
痛
み
な
ど
の
全

身
症
状
を
伴
い
、
人
に
よ
っ
て
は
肺
炎
を
伴

う
な
ど
重
症
化
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
診
断
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、

か
ぜ
と
思
わ
れ
る
程
度
の
症
状
で
も
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

い
る
場
合
に
は
、
熱
が
低
く
て
も
、
全
身
症

状
が
あ
る
時
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
流
行
が
始
ま
る
と
短
期
間
に
多

く
の
人
へ
感
染
が
拡
が
り
、
流
行
を
防
ぐ
た

め
に
は
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
侵

入
さ
せ
な
い
こ
と
や
、
周
囲
に
移
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
拡
げ
な
い
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
「
か
か
ら
な
い
」「
う

つ
さ
な
い
」
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

①
帰
宅
後
は
「
手
洗
い
」「
う
が
い
」
を
。

②
日
常
的
に
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の

　

良
い
食
事
を
心
が
け
、
免
疫
力
を
高
め
る
。

③
人
込
み
を
避
け
外
出
時
は

　

マ
ス
ク
の
着
用
を
。

④
室
内
で
は
加
湿
と
換
気
に

　

心
掛
け
る
。

⑤
予
防
接
種
を
受
け
る
。

　

予
防
接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
の

可
能
性
を
減
ら
し
、
も
し
発
症
し
て
も
重
症

化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

接
種
後
１
～
２
週
間
で
抗
体
が
で
き
、
予

防
効
果
は
約
5
カ
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
流
行
前
の
接
種
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
、

小
学
生
以
下
の
方
へ
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
費
用

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
方
へ

　

～
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
～

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
肺
炎
を
起

こ
し
や
す
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
肺
炎
球
菌
を
あ
わ
せ
て

接
種
す
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
み
の
接

種
と
比
べ
、
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

の
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
接
種
し
た

事
が
な
い
方
は
こ
の
機
会
に
接
種
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

各
種
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

額
や
接
種
医
療
機
関
に
つ

い
て
は
、
保
健
福
祉
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３
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　この交付金は、発電用施設の周辺地域における公

共施設の整備などの促進により、地域住民の福祉の

向上を図る目的で交付されるものです。

　平成 27年度の交付金額は 21,502,000 円で、新冠

町立国民健康保険診療所の運営費、具体的には看護

師などの人件費に活用されていますのでお知らせい

たします。

●問い合わせ先

　新冠町立国民健康保険診療所　☎ 0146・47・2411

　平成 28年１月 10 日、レ・コード館で、平成 28年

新冠町成人式が開かれます。成人式への参加に当たり

ましては事前の申し込みが必要です。

　対象者で参加を希望される方は、期日までに直接、

教育委員会社会教育課までご連絡ください。

１．対象者

　平成７年４月２日から平成８年４月１日生まれの方

で、次の条件を満たす方。

　①現在、新冠町在住

　②新冠町出身

２．申込方法

　11月 20日（金）までに社会教育課生涯学習グルー

プ（レ・コード館）へ、「成人者の氏名」「生年月日」「現

住所」「案内状の送付先」をお伝え下さい。申込はご

家族の方でもかまいません。

　なお、案内のハガキが届いた方についても必ずお申

し込みください。

３．成人式開催日

　平成 28年１月 10日（日）12時から

　※ 11時 20分までに会場に集合してください。

４．開催場所

　レ・コード館　町民ホール

●申し込み・問い合わせ先

　社会教育課生涯学習グループ（レ・コード館内）

　☎ 0146・45・7833　FAX0146・45・7778

　メール record01@cocoa.ocn.ne.jp

　住民と地域、行政が一体となってまちづくりを進め

るため、町長が地域や各種団体の方々と膝を交えて話

し合うのが「まちかどミーティング」です。

　まちづくりについて、子育てについて、雇用について、

高齢者福祉について、地方創生に関することについて

など、地域に関する内容であれば議題は問いません。

　開催についての問い合わせや申し込みは、企画課広

報統計係までご連絡ください。

まちかどミーティング開催内容

・対象団体

①自治会・産業団体

②体育協会加盟団体・文化協会加盟団体

③町民がおおむね 15名以上で構成される任意団体

・時間や会場などについて

①時間は、１時間から１時間 30分程度とします。

②開催場所は、各団体で準備してください。

③開催の目安は、当日の参加者が 10名以上見込まれる

　場合とします。

④町長の日程調整の都合上、開催希望日の一カ月前ま

　でにご連絡ください。

※参加人数が少ない、開催場所の確保ができないなど

の相談がありましたら、担当者まで連絡ください。

●問い合わせ先

　企画課まちづくりグループ広報統計係　☎ 0146・47・2498

　日高中部消防組合新冠消防団・日高中部消防組合消

防署新冠支署では、10月 18日に「平成 27年秋季消防

演習」を行います。

　消防団員の技術の向上と士気の高揚を図り、消防活

動の充実強化を図ることを目的に新冠消防団、全分団

が集結し訓練を行います。

　また、会場では消防署新冠支署の消防車両及び消防

資機材展示も行います。

　どなたでも自由に見学できますので、会場にお越し

ください。

秋季消防演習日程

・期日　平成27年 10月 18日（日）

・時間　午後１時～３時30分

・場所　消防署新冠支署裏訓練場

・内容　

　新冠消防団

　～小隊訓練・全分団合同火災防御訓練～

　消防署新冠支署

　～消防車・救急車・消防資機材の展示～

●問い合わせ先

日高中部消防組合消防署新冠支署　☎ 0146・47・2666

　10月 28 日に 1日行政相談所を開設します。

　行政に対する皆さんからの苦情や意見、要望など

の相談を無料で受付いたします。

　期日：10月 28 日（水）

　時間：午前 10時～午後３時

　場所：レ・コード館 研修室

●担当者・問い合わせ先

　総務省行政相談委員

　　東　義海さん

　☎ 0146・47・3129

一日行政相談所
開設のお知らせ

平成 27 年度
電源立地地域対策交付金事業

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

平成 27 年秋季消防演習のお知らせ

まちかどミーティング　開催希望団体募集中

　平成 27年国勢調査は、９月 10日からインターネッ

トによる回答を受け付けましたが、当町でのネット回

答率は３割を超え、予想を超える多くの方々にネット

回答をご利用していただきました。

　ネット回答期間終了後は、紙の調査票が配布され、

すでに町内のほとんどの世帯で回答を終えられている

ことかと思いますが、まだ、提出がお済みでない方が

おりましたら、早急に役場企画課までご連絡いただき

ますようお願いいたします。

　皆さんからご回答いただいたデータは、国や地方公

共団体の行政運営の基礎資料となり、当町におきまし

ても、今後のまちづくり施策の立案などに役立てられ

ていきます。

　国勢調査の円滑な実施にご協力いただきまして、ど

うもありがとうございました。

●問い合わせ先　

　企画課まちづくりグループ広報統計係 (実施本部）

　☎ 0146・47・2498

国勢調査にご協力いただきありがとうございました！
未提出の方は、早急に実施本部にご連絡ください。

平成 27年新冠町国勢調査実施本部からのお知らせ

節婦自治会とのまちかどミーティングの様子

昨年の成人式の様子

平成28年新冠町成人式の申し込みについて
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ご家庭で不要になった古布がありま
したら恵寿荘に寄贈くださいますよ
うお願い申し上げます。（恵寿荘）

て
い
な
い
場
合
は
、
直
ち
に
届
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
北
海
道
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
廃
電
気
機
器
等
の
処

理
に
つ
い
て

HPhttp://www.pref.hokkaido.

l
g
.
j
p
/
k
s
/
j
s
s
/
t
o
p
_
p
a
g
e
/

pcbganyukiki.htm

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
環
境
生
活
部
環
境
局
循
環

型
社
会
推
進
課
廃
棄
物
管
理
Ｇ

☎
０
１
１
・
２
０
４
・
５
１
９
９

　

日
高
中
部
広
域
連
合
で
は
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
基
盤
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
し
て
い
る
の
は
、
登
録
定

員
29
名
の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
で
、
平
成
27
年
度
中
に
整
備w

を
完
了
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
。

　

応
募
書
類
受
付
期
間
は
、
平
成

27
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。
な
お
、

事
業
者
は
審
査
を
経
て
、
平
成
28

年
１
月
頃
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
中
部
広
域
連
合
事
務
局

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
５
１
０
３

　

ほ
く
で
ん
で
は
、
新
冠
川
上
流

の
岩
清
水
ダ
ム
か
ら
河
川
に
放
流

す
る
場
合
、
川
の
中
や
近
く
に
い

る
人
に
対
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

「
上
流
ダ
ム
か
ら
の
放
流
開
始
と

安
全
な
場
所
へ
の
移
動
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
は
、

直
ち
に
安
全
な
場
所
に
移
動
し
て

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ほ
く
で
ん
静
内
水
力
セ
ン
タ
ー
土
木
課

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
２
９

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

10
月-

14
日
（
水
）・
19
日
（
月
）

　
　
　

21
日
（
水
）・
26
日
（
月
）

　
　
　

28
日
（
水
）

11
月-

２
日
（
月
）・
４
日
（
水
）

　
　
　

９
日
（
月
）・
11
日
（
水
）

・
相
談
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
そ
の
他

　

必
ず
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

　

今
年
も
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
末

日
ま
で
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
、
地
域
の
高
齢
者

や
障
が
い
者
、
子
ど
も
た
ち
の
福

祉
活
動
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
施
設
な
ど
に
募
金
箱
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

　

北
海
道
で
は
、
札
幌
市
を
除
く

道
内
各
地
で
使
え
る
「
旅
を
し
よ

う
!!
ど
さ
ん
こ
旅
行
券
」
を
発
売

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
札
幌
市
で
は
札
幌
市
内

で
使
え
る
「
よ
う
こ
そ
さ
っ
ぽ

ろ
!!
札
幌
旅
行
券
」
を
発
売
し
て

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
額
面
１
万
円
の
旅
行

券
を
８
千
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
秋
冬
は
、
北
海
道
内
を
お

得
な
旅
行
券
で
旅
し
ま
し
ょ
う
！

●
お
問
い
合
わ
せ
先
ど
さ
ん
こ
旅
行

券☎
０
１
１
・
３
５
１
・
３
１
６
１

HPtabi-dosanko.com/

札
幌
旅
行
券

☎
０
１
１
・
２
２
２
・
４
８
９
４

HPtabi-dosanko.com/sapporo

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い

者
の
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
募
集
訓
練
科
及
び
募
集
人
員

①
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科　
　

20
名

②
建
築
デ
ザ
イ
ン
科　
　

20
名

③
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科　

20
名

④
総
合
実
務
科　
　
　
　

20
名

⑤
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科　
　
　

10
名

・
受
付
期
間　

11
月
１
日
～
20
日

・
選
考
日　

12
月
７
日　

８
時
50
分
～

・
選
考
場
所　

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

・
選
考
方
法

　

学
力
試
験
（
国
語
・
算
数
）
面
接

・
合
格
発
表　

12
月
14
日

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
１
２
５
・
５
２
・
２
７
７
４

　

昭
和
45
年
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て

技
能
五
輪
国
際
大
会
が
日
本
で
開

催
さ
れ
、
開
会
式
が
行
わ
れ
た
11

月
10
日
を
記
念
し
、
こ
の
日
を
「
技

能
の
日
」
、
11
月
を
「
職
業
能
力
開

発
促
進
月
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

日
高
管
内
で
は
、
こ
の
月
間
中

に
、
技
能
に
対
す
る
住
民
の
正
し

い
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
技

能
者
の
技
能
と
社
会
的
地
位
の
向

上
を
図
る
た
め
、
例
年
開
催
し
て

い
ま
す
「
技
能
者
の
集
い
」
を
今

年
も
次
の
と
お
り
開
催
し
、
技
能

遵
守
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

日
高
管
内
「
技
能
者
の
集
い
」

・
日
時　

11
月
７
日　

16
時
か
ら

・
場
所　

新
ひ
だ
か
町
「
天
政
」

●
お
問
い
合
せ
わ
先

日
高
地
方
技
能
訓
練
協
会

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
２
３
９
４

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険

の
加
入
は
お
済
で
す
か
。

　

労
働
保
険
に
加
入
し
て
、
従
業

員
の
方
々
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
な
ど

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
国
が
直
接

管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

　

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
法
人
・
個
人
を

問
わ
ず
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課

☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
使
用
し
て
い
る
変
圧

器
や
コ
ン
デ
ン
サ
、
家
庭
用
を
除

く
蛍
光
灯
安
定
器
な
ど
の
電
気
機

器
を
保
有
し
て
い
る
皆
様
は
、
Ｐ

Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
な
ど
に
基
づ
く

届
出
が
必
要
で
す
。

　

あ
な
た
が
所
属
す
る
事
業
所
な

ど
で
使
用
し
て
い
る
電
気
機
器
や

電
気
室
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
、
倉
庫

な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
る
電
気
機

器
を
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
電

気
機
器
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
の
問
合

せ
窓
口
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

点
検
の
結
果
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
使
用

し
て
い
た
、
ま
た
は
現
在
使
用
し

て
い
る
電
気
機
器
で
届
出
が
さ
れ

労
働
保
険

適
用
促
進
強
化
期
間

O A・文具
リバティーはしもと

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●特別養護老人ホーム恵寿荘に役立ててと

☆高橋　満郎	（人参 2.5kg、きゅうり 12kg、

いんげん 2.5kg、キャベツ 13kg、大根 56kg 他 )

☆早川　憲吾	 （大根 19.4kg)

☆小泉　俊治	 （ささげ 3.4kg）

☆藤原　則行	 （古布１袋）

☆青山美代子・原田範子（タオル１袋）

☆山本　照子	 （古布１袋）

☆芽呂女性部	 （古布２袋）

☆ルナ美容室	 （菓子パン 24個）

☆ボランティアグループちょぼら	

（カット布６袋）

☆ボランティアグループあゆみ	

（カット３束、古布１箱）

新冠町社会福祉協議会へ

●福祉事業に役立てて

☆宅石　忠則	 （古布２袋）

☆芽呂女性部	 （古切手１袋）

●香典返しに代えて

☆島倉　務	 （20,000 円）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

旅
行
券
販
売
中

北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
入
校
生
募
集

職
業
能
力
開
発
促
進
月
間

「
技
能
者
の
集
い
」

新
冠
川
上
流
ダ
ム
か
ら
の

　
　
放
流
時
の
お
知
ら
せ

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

整
備
・
運
営
事
業
者
の
募
集

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
使
用
し
て
い
る

電
気
機
器
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

札
幌
弁
護
士
会

　ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

赤
い
羽
根
共
同
募
金
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ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
33

 　
　

泥で

い

か

ざ

ん

火
山

北
海
道
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
珍
し
い
地
質
の
現
象
で
、
大
小
８
個
の
丘
が
あ
る
。

こ
の
地
下
に
は
断
層
が
走
り
、
地
下
の
軟
弱

点
か
ら
長
い
年
月
を
か
け
て
、
泥
土
、
ガ
ス
、
地

下
水
が
噴
出
し
て
丘
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
在
も
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
時
に
は
、
泥

の
塊
が
噴
出
す
る
活
動
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
だ
け
大
き
な
泥
火
山
は
日
本
国
内
で
も

大
変
珍
し
く
、
地
質
学
の
研
究
者
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

泥で

い

か

ざ

ん

火
山

　
　
　
　
　
道ど

う

の
天て

ん
ね
ん

然

　
　
　
　
　
　
　
　

記き

ね

ん

ぶ

つ

念
物

※ふるさとカルタは、新冠町開町 130 年・町制施行 50年記念事業の一環として作製したもので、

読み札の題材を「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って「新冠俳句の会」が読み札や

語句を、「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。

て

今月の一冊

ポケットに物語を入れて

小学館／角田 光代著

　本は、開くとき、読んでいるとき

ばかりではなく、選んでいるときか

らもう、しあわせをくれるのだ。

　まるで旅みたい。

　古典的な名作から現代作品まで、

80 冊にのぼる本の書評や感想文を

収録。

新着ガイド
月３万円ビジネス 100の実例	 藤村　靖之

老後破産	 NHK スペシャル取材班

獄中メモは問う	 佐竹　直子

日本人とはなにか	 柳田　国男

南極観測隊のしごと	 国立極地研究所南極観測センター編

北海道の野鳥　改訂版	 北海道新聞社編

ハーブのサラダ	 冷水　希三子

どんぐりの呼び名事典	 宮國　晋一

廃駅ミュージアム	 笹田　昌宏

宙富士　月と星、そして富士山	 森　光伸

音楽という〈真実〉	 新垣　隆

昨日の海は	 近藤　史恵

生還者	 下村　敦史

水曜日の凱歌	 乃南　アサ

血の弔旗	 藤田　宜永

スクラップ・アンド・ビルド	 羽田　圭介

安全に楽しむ！子どもの山登り１～３	 田部井　淳子監修

アニマル号（移動図書館車）運行日程

☆イベントカレンダー
10 月 24日（土 )１3：30～　びっくり箱のおはなし会

10月 27日（火）１0：30～　あかちゃん絵本の読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザおはなしのへや

☆秋の読書週間事業のお知らせ
　今年も秋の読書週間が近づいてまいりました。

　図書プラザでは、10月 24日から 11月 8日の間に、

毎年恒例の特別展示・映画上映会・音読教室などの催

しを予定しております。

　詳細については、まなボード 11月号にてお知らせ

致します。

☆リサイクル市用の古本募集中！
　文芸書・実用書・コミック・絵本など、ご家庭で

不要になった再利用可能な本をご提供くださる方は

図書プラザまでお持ちください。

　なお、百科事典・辞書類・参

考書・問題集はご遠慮させてい

ただきます。

＜リサイクル市＞
期間：10月 24日（土）～

　　　　　　　11月８日（日）

●問い合わせ先

　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

10月 15日

21日

23日

29日

11月６日

11日

12日

10：10 ～ 10：30	 朝日小学校

10：45 ～ 11：00	 こたにがわ学園

12：45 ～ 13：10	 新冠中学校

15：05 ～ 15：35	 新冠小学校

15：40 ～ 15：55	 にこにこクラブ（児童館）

16：00 ～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

16：35 ～ 16：50	 あいあい荘（東町生活館）

10：10 ～ 10：30	 朝日小学校

11：00 ～ 11：30	 おうるの郷

12：50 ～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05 ～ 15：35	 新冠小学校

15：40 ～ 15：55	 にこにこクラブ（児童館）

16：00 ～ 16：15	 あいあい荘（東町生活館）

12：45 ～ 13：10	 新冠中学校

10：10 ～ 10：30	 朝日小学校

11：00 ～ 11：30	 太陽郵便局

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。
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２
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発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

キラリと光る レ・コードなまち

今月号は、女性同士のつながりをつくる「新冠町女性コミュニティ会議」を紹介します。

○団体・サークル紹介○

【プロフィール】

　新冠町女性コミュニティ会議は、女性同士の横の

つながりをつくり、女性の視点を活かした住みよい

まちをつくることを目的に平成２年に結成され、平

成10年４月に組織の改編を経て、現在も活動を続

けています。

　組織の構成団体は、町内の自治会と産業団体の女

性部で、活動内容は料理教室などの生活に密着した

教室のほか、ノルディックウォーキングや栄養講座

など健康増進を目的とした講座、フラワーアレンジ

メント講座などの趣味の講座など、年５回程度の主

催事業を企画しています。また、町内の団体などが

開催するイベントの手伝いなども行っています。

　最近は町内に越して来られた方も多く、組織につ

いてあまりご存じではない方もいると思いますが、

女性コミュニティ会議は「町内在住の18歳以上の

すべての女性が会員」となっており、新冠町に住ん

でいる全ての女性は、団体が企画する事業に参加す

ることができます。

　これからも、女性同士が互いに思いを共有し、連

携し仲間づくりをしながら、情報交換や交流を行う

組織となるように事業を進めていきたいと考えてお

りますので、皆さんのご理解と事業への積極的なご

参加をお待ちしております。

【活動内容】

　年５回程度の主催事業を開催。平成27年度は、

８月に減塩料理教室、９月にノルディックウォーキ

ング教室を開いており、これからは11月にイルミ

ネーションの飾り付け事業、12月にアレンジフラ

ワー教室、２月に映画鑑賞会を予定しています。

【事業への参加について】

　参加対象者は町内在住の18歳以上の全ての女性

です。事業内容が決まりましたら、社会教育情報誌

まなぼーどなどで案内しますので、お友達やご家族

とご参加ください。申し込みは女性コミュニティ会

議事務局（レ・コード館内：☎ 0146・45・7833）まで。

戸  籍  の  窓
８月 21 日～９月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

本間　達也	 矢吹　愛美	 明　和

●お誕生おめでとうございます

渕 瀨 　 心
こ は る

春	（ 尚輝　千春 )	 東　町

晴 山 　 律
り つ き

希	（ 省吾　真加 )	 本　町

山 岸 　 龍
りょうま

馬	（ 寛之 恵美子)	 節婦町

藤 澤 　 宗
そ う し

史	（ 哲也　百恵 )	 朝　日

●おくやみ申し上げます
有　田　　　勇	 ８５歳	 節婦町

島　倉　宣　雄	 ８８歳	 北星町

吉　野　文　雄	 ７４歳	 本 町

柏　木　弘　子	 ８３歳	 中央町

八　木　　　勉	 ９７歳	 中央町

宗　元　真　彦	 ５０歳	 北星町

野　村　マサコ	 ９０歳	 節婦町

田　中　保　蔵	 ７８歳	 西泊津

パパ　　　　ママ

広
報
に
い
か
っ
ぷ

平
成
27
年
10
月
号（
通
巻
594
号
）

小竹町長の動静 : ９月分

人の

うごき

人 口	 5,748 人	（前月比	 ＋	 ３人）

　男	 2,794 人	（前月比	 ＋	 ５人）

　女	 2,954 人	（前月比	 －	 ２人）

世 帯	 2,729世帯	（前月比	 －	 ２世帯）（平成 27 年９月末現在）

●１日、辞令交付式、地域見守り

見回り活動事業協定締結式●２

日、老人クラブ連合会スポーツ大

会●３日、道路整備促進期成同盟

会全国協議会（東京都）●４日、

北海道博物館開館記念特別展特別

鑑賞会（札幌市）●８日、北海道

創生協議会（札幌市）●９日、救

急の日講演会●10日、門別競馬

場町長杯（日高町）● 13日、節

婦自治会敬老会●15日、第３回

定例会１日目●16日、長寿金贈

呈式、朝日小学校創立百周年記念

百キロ百人駅伝大会●17日、第

３回定例会２日目●19日、新冠

ほくと園ふれあいフェスタ● 21

日、新冠小学校下敬老会●23日、

シャクシャイン法要祭（新ひだか

町）●24日、新冠のまちづくり

意見交換会●28日、日高地区道

有林関係市町村連絡協議会● 29

日、町村会理事会（沼田町）

事業の企画運営を行う女性コミュニティ会議の役員


